





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   （1949年度）
労演発足時に作成された会員証。当初会員は
「労演会員」ではなく「勤労者演劇友の会」
の会員として組織されていたと考えられ、発
足時の運営体制を知る上で貴重である。裏面
には会費納入時に印を押す箇所がある。なお
後には「労演会員証」が配布されている。
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大阪労演運営関連資料
102 勤労者演劇協会会報『労演ニュース』第1号
大阪労演が会員向けに作成した初の広報誌。第2号の発行は不明だが、まもなく機関誌である『映画演劇』が創刊
される。
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103-2 裏
103-1 民芸自立演劇研究会公演パンフレット
この研究会では、劇団民芸の俳優がプロの劇作家では
なく職場演劇の作家が書いた台本を演じており、プロ
とアマとの交流を深めることで自立演劇の質の向上が
目指された。
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105 朝日会館指定席券
朝日会館で行われた例会の際に配布された座
席指定券（年代は不明）。座席割りは労演事
務局が担当し、不公平が出ないよう決められ
た。
106 大阪毎日ホール座席券
毎日大阪会館の後身である毎日ホールで催さ
れた公演の座席指定券。裏面の注意書きに靴
や草履の推奨と下駄履きの禁止が記されてお
り、当時の生活スタイルが垣間見えて面白
い。
104 労演8月例会日時指定券
 （第29回大阪労演例会 1951年8月18日）
1951年8月例会（俳優座「婚期」／制作劇場「彦市
ばなし」）の会員用指定券。設立当初は1例会当たり
の公演回数が少なく、本例会も8月18日の昼・夜2
回のみで、会員はそのどちらかの公演を鑑賞した。
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107-1 1面
107 勤労者演劇協会・関西労働組合映画協議会
 共同機関誌『映画演劇』第1号
『労演ニュース』に続いて創刊された大阪労演の公式機関
誌。当初は関西労働組合映画協議会（通称「労映」）と労
演との共同編集で、演劇とともに映画情報も詳しく掲載さ
れた。また創刊号ともあって、労演の設立過程を説明する
とともに、自らを「演劇を守り育てる組織」と力強く宣
言。その長い歴史の第一歩を踏み出している。
107-2 2面 107-3 3面
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107-4 4面

